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チューリツプのボトリチス病防除に関する研究（第1報）

山本昌木⑧達山和紀（植物病学研究室）

Masak1YAMAMOTO　a皿d　Kadz1ユnor1TATSUYAMA

Stuωes　on－tbe　Contro工　of Tulip　Botrytis　Fire・　　（1）

　　　　　　　　I　緒　　　　論

　昭和27年5月，島根県簸川郡直江村その他の輸出用チ

ユーリソプ球根栽培地仁ボトリチス病が発生してその被

書が甚だしく，’特に菌が球根組織内に侵入して越年し．次

年度の矛1次発生源となる事が予想されたが，従来，バ

イラス病に比較して本病に対する関心が低く，本菌及び

本病の防除に関する研究も我国ではあまりない様であ

る。筆者らは本病防除の基礎資料とするために先づ分離

された菌についてその生理的性賓を調べ，さらに球根消

毒の一方法として温湯処理の予備的実験を行つたのでそ

の結果を報告する。起稿にあたつて実験材料の球根を提

供していただいた本学農場吉野蕃人氏及ひ県農業改良課

奈良井技師，大浦技師に深謝する。。

　皿　チューリツプ泰トリチス菌の生理的性質

　昭和27年5月下句，島根県簸川郡直江村に於て採集し

た罹病株（晶種一エローダービソ）の葉から分離された

菌を実験に供した。

　　H：形　　態

　庶糖1％添加馬鈴薯煎汁寒天培養基（以下馬鈴薯寒天

培養基と称す）及び庶糖／％添加チューリソプ球根煎汁．

寒天培養基（以下チューリヅプ寒天培養基と称す）上で

良く発育し，培養基上の菌叢は灰色，憧核の直径は1～

2皿皿ではじめ淡黄色であるが後黒褐色乃至黒色とな

る。罹病葉上に形成された分生胞子の大ぎさは1ろ．5～21

μ×7．5～12μ，平均／7μ×9μである。

　　B：発育と温慶との関係

　直径9C㎜のシヤーレに流し込んだ馬鈴薯寒天培養基

上に中型の菌核を接種し各温度の暗定温器中に置ぎ，隔

目に菌叢の直径を測定した。培養基のPHは約5．8で，測

定の結果は矛／表の通りである。即ち馬鈴薯寒天培養基

上の発育の最適温度は20oC～25◎Cで，菌叢の外観は

0◎C～10oC，一10QC，15℃，20QCの各区では菌糸が薄く

堵養基上を這うが，25oCでは菌叢が厚く，又3rCでは

濃褐色を呈する。

矛1表　馬鈴薯寒天培養基上のチユーリヅ

　　プボトリチス菌の発育と温度との関係
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5~I~ 5~i~l 7FI~ 9Fi~I 

~ c-10 ~ + 
~:,~:'/;C*~~ 12.C 21 . 8 

10 + 7.0 16.0 26 . 6 

15 6.5 2c . ~ 55 . O 51 . 1 

20 10.2 25 . 2 47 . o 77 . 4 

25 16.7 50 . 5 49 . 4 69 . 2 

5c + 6.9 18.4 22 , 5 

~5 

※　　室温

※※　数値は何れも菌叢直径mm．6回実験平均

　　　矛2一表　馬鈴薯寒天培養基上のチユニ

　　　　　　　リヅプボトリチス菌の菌核形

　　　　　　　成と温度との関係

＼呈数
　　＼温度C＼5日目7日目 9日目 1／日目 ／3日目 15日目

※

0～10 一 一 一 一 一 ‘

10 一 一 ± 士 十 十

15 一 i
十 十 十 十

20 ’ ± 十 十 十 十

25 一 ’ 十 十 十 十

30 ’ ＾ 一 ・
二

一

　※　　室温

　※※　一　菌核の形成されないもの

　　　　十　菌核の形成されたもの

一　C：菌榛の形成と温度との関係

　直径9Cm。のシヤーレに流し込んだ馬鈴薯寒天培養基

上に中型の菌核を／個宛接種し各温度の暗定温器中に置

き接種後5日目から隔日に菌叢上の菌核の形成を観察し

た。結果は矛2表の通りである。即ち20．Cに於ては接

種後7目目から菌核の形成がみとめられ，15oC，25．Cで

は九日目，10oCでは梢々おくれ，0oC～10．C及び30◎C

では15日目に至るも形成されなかつた。
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矛8表温湯処理したチュニリヅプ球根の

生育，球根牧量等の調査結果

※

処理区別 調査 花柄の
奇型発現率 ※※※　　球根数量　　　　矛／0表　温湯処理したチューリヅプ

株数 高　さ
（平均）

花辮1雄麟警賞婁鶴り

50oC40分 22 20．3 3．6 5・7　処理図別 調査 着花
花柄の局
竹（平均 奇型発現率

47℃60分 23 32．4 16／23 20／23 23．／ 4．1 5．7
株数 株数 Cm） 花辮雄雌蕊

4℃180分 15 29．9 10／15 15／15 21．0 3．7 5，7　42．C／50分 10 1 28．0 班 班

無　処　理 21 34．4 0／21 0／21 23．7 ろ二4 7，0　　42oC／80分 10 5 37．2 龍 鴇

※　　鼠害により株数が一定しなかつた。 45℃60分 9 ／ ろ2．0 班 班

※※　．昭和28年5月／2日調査c㎜　　　　　　　　　　　　　45．C70分
／d

2 44．O ％ ％一

※※　昭和28年7月1日牧穫，同／8目秤量　　　　　　　　　　　48oC20分 10 8 44．8 始 始
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　伊C30分の他無処理区との差異はみとめられず・奇型も全くみ・　　　　48．C40分 10 0 ‘ ・ 一

…0 0 0．0 ％ ％
とめられない。

51℃15分 10 8 39．8 ％ ％
〔昭和28年度の処理〕　　　　．’　　・　　　　　　　　．　　　51℃25分 10 2 40．5 始 始’

la1処理球根数：各区共／5球　　・　　　　　　　　　　　　　　51．C30分． 10 0 ＾ 一 i
供試晶種：ウイリアムピヅト　　　　　　　　無処理 9 8 48．9 ％一 始

てe1生育調査：矛10表の通りである。全区共発芽

　・し生育た。■

　　矛／0表温湯処理したチューリヅプ

　　　　　　　球根の生育調査結果

　※　　鼠害により株数が一定しなかつた。

　※※　一昭和28年5月／2日調査c㎜

　※※　昭和28年7月1日牧穫，同／8目秤量

　の他無処理区との差異はみとめられず，奇型も全くみ一

　とめられない。

〔昭和28年度の処理〕

la1処理球根数：各区共／5球

　供試晶種：ウイリアムピヅト

　供試球周：11～／3c㎜処理温度時間1矛9表

　処理目：7月23日　花芽分化程度：7～8（主として

　　　　8）ノーズ長さ4．5～5mm　h

ω　処理球の花芽調査：／／月5日，各区から5球ずつ選

　んで調査した。結果は矛9表の通りである。即ち温湯

　浸の影響はみとめられないか，又は影響を受げても極

　めて軽微な区は48．C20分，51oC／5分の両区であつた。

ガ1球根の植付・：／1月／0日

ω　植付球数：各区共／0球

　矛／0表に示す通り，各区共多少の奇型が生じたが，一副

芽よりの開花は荷れの区に於ても正常で，奇型の全くみ

られない区が多かつた。これは，球根を温湯処理する

時，副芽の花芽分化がまだすすんでいないために影響が

少かつたものと思われ，更に早い時期をえらんで処理を

行えぱ奇型の発現がおさえられる可能性がある。

矛9表温湯処理Lたチューリヅプ球根の花芽の調査緒果 （11月5日）

皿

処理区別

※

球周
ノ

嚢長1藁巾俸厚

葉

数
花韓数

・・℃／・・分い・1一・1・・．・1 …1 ・・い・一・

・・℃1・・分11・1．・ll・一・1 …1 …ト
・舳・分111…一…i 4．0

帆・・分一・／．・ ／・．・1

4．0

…1一

・ポ…分一・・一・

・．・1・
6㌧8

24，4
・一・1

5．8 ・1・

雄蘂数

6

6

雌蕊数

3

一

備　　考

1球萎縮
4球平均

3球萎縮
2球平均

3球萎縮
2球平均

榊・・分11・1．・

・舳・分f1／・，・

・1℃／・分11・・。・

12．0
3．01

4．0

6
・1・1 6

一1

・・一・1

4．7

一ト
・一・1・

・1℃・・分11・…一1・・

・ヅ…分い・・．・1
6．0

無処理fl・・．・い・ノ

・・1 …f・
2．5

4．3

刈・
・．・ド・

6

6

6

6

6

6

6

3球萎縮
2球平均

→
・1・球萎縮

一

3

3

3

3

雄蘂先端がわ
ずかに奇型

4球萎縮

※ 5球平均㎜m ※※5球平均㎜m，又は備考

考　、　察
　　チユーリヅプボトリチス菌ρ

分生胞子の大ぎさについては

　HoPKINs（3）の17．5±ろ．0x10．2

　土1．8μ，B趾UM0NT（ユ〕の10～15

　x6～91μ，又，W胴珊DIJKら

（ユO）の2～22x8～13μと夫々研究一

者によつて言己載が異つている

が，筆者らの実験に用いた菌は

／3．5～21μ×7．5～12μ平均17x

9μであつた。分生胞子の形成は

馬鈴薯寒天培養基上でもチュー

　リツプ寒天培養基上でも0oC～

／0．Cの室温区に於てのみ観察

され，10．C以上の恒温では見

　られない。この『C～10o　Cは

冬季の室温であるが，室温はし

ぱしば10◎Cを超過し15◎Cに達

する事もあつたにかかわらず

10．Cの定温区で分生胞子の形
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SUMMARY 
1 . Botrytis' tulipae was isolated from the tulip f. Conidia did not germ-inate below 88l~o.o' relative 

bulb in the cultivating field of Naoe-Mura, Hi- humidity. , 
kawa District. Shimane Prefecture. 5. The _possibility of the existence of the hyphae 

2. Physiological experiment of the fungus is as in the inner part of tulip bulb, and source of 

follows:~ primary infection were suggested. 
a. The measurments of the conidia are 16.5--21 4. Hot water tr~atment, as one of the disinfection 

x 7.5-12 /1, the diameter of the sclerotium method, were carried out, and the present fun-

is about I -2 mm. gus died by 41'C 18C min. , 44'C 60 min. , 470C 
b. The optimum temperature for mycelial growth 20 min., treatments respectively. 

is about 2C'C. 5. Among 15 plots, 48'C 20 min. treatment gave 
c. ~Sclerotial fcrmation was observed in 10'- best result, but the treatment before planting 

25'C,and optimum forma~ion was 20'C' brought remarkable injury to the tulip bulbs. 

d. On the culture medium, the conidia formation 6. The above mentioned hot water treatmeuts 

is~ observed below 10'C - might be carried out in more lower tem^peratures 
e. Optimum germination temperature of the con- and shoter period. 

idia was 15'C. 

f . 


